
　1955年（昭和30年）創業のコーアガス日本は、今年70周年を迎えた。鹿児島県を
中心にLPガス事業を展開し、都市ガス、リフォーム、家電販売など幅広いサービス
を提供している。現在、約8万2千戸の顧客にエネルギーを届ける総合エネルギー企
業だ。創業以来「お客さま第一」「安定供給」「保安の確保」を経営理念に掲げ、24時間
365日の保安体制を維持。さらに、世界LPガス連盟への加盟や「LPガス憲章」の邦
訳紹介など、業界の発展にも積極的に貢献している。

株式会社コーアガス日本

　取材した同社の指宿支店は、補助金を活用して遠隔監視システムを導入し、同社
にとってLPWA設置のモデルケースとなっている。管轄エリアではLPWA設置率が
70％を超えており、この取り組みを全社的に広げる方針だ。近年は、人口減少によ
る人手不足を見据え、業務効率化と省力化を目的にLPWA以外にもIoT技術を活用
したシステム導入を進めている。こうした取り組みは、単なる合理化にとどまら
ず、地域に暮らす人々の安全と安心
を守るための重要な一歩だ。

推進事業に携わったメンバー（自社緊急車
両の前で。左から寺野下氏、幸得氏、戸山
氏、三浦氏）。取材中も終始和やかな雰囲気
で、チームとしての強い結束力が伺えた。

地域に根ざした総合エネルギー企業の挑戦
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社屋内の様子。遠隔監視システムと連携したパトランプが
設置され、緊急時には即座に警報が発報される仕組み。

顧客周知に使用したご案内。写真や説明で
丁寧に補足されており、スムーズに理解で
きるよう配慮が伺える。

　LPWAを取り付けたことで、ガスメーターの遮断やガス漏れを検知するとア
ラートが本社と支店に即時通知され、必要に応じて遠隔で復帰操作が可能に。これ
までは出動要請があると、遠方の現場まで片道30分かけて駆けつけて復旧作業を
行っていたが、導入後はその負担がなくなり、高齢者世帯を中心に「すぐ使えるよ
うになった」と好評を得ている。
　また、自動検針によって取得したデータを活用し、検針票の印刷・郵送を効率化。
2026年4月からはWeb請求への移行も予定しており、さらなる業務合理化を目指
している。こうした仕組みは、社員の負担軽減だけでなく、ガス漏れや遮断時の安

全性向上にもつながっている。現
場では「宿直や繁忙期の出動が減
り、働きやすくなった」という声も
聞かれ、導入効果は確実に現れて
いる。

LPWAによる遠隔監視と自動検針

　導入効果は顕著で、出動回数の減少により人件費や燃料費が削減され、年間約9
万円のコストダウンを実現。さらに、ガス漏れの早期検知で保安レベルが向上し、
社員の安全意識も高まっている。これまで検針と容器配送を同時に行っていた業
務も分離され、効率化が進んでいる。今後は、全戸へのLPWA設置による完全自動
検針化を目指すとともに、取得データを活用した配送予測やWeb広告への展開も
検討している。災害時の緊急遮断や遠隔操作など、保安機能の強化も視野に入れて
いる。さらに、Web請求やオンラインでの情報発信を通じて、顧客とのコミュニ
ケーションを強化する計画も進行中だ。
　「効率化はもちろんだが、お客さまに安心を届
けることが最優先。補助制度の継続を期待しな
がら、地域に密着したサービスを進化させたい」
と担当者は語っている。IoTを活用したガス事業
のスマート化は、単なる技術革新ではなく、地域
社会の安全と持続可能性を支える取り組みとし
て、今後ますます重要性を増していくはずだ。

コスト削減と安全性向上、そして次のステップへ



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


